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Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
の
開
催
が
迫
る
二
〇
一
五

年
一
一
月
四
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ

ム
ズ
紙
の
第
一
面
に
衝
撃
的
な
記
事
が

掲
載
さ
れ
た
。
中
国
の
石
炭
消
費
統
計

が
見
直
さ
れ
、
最
も
修
正
幅
が
大
き
い

年
で
消
費
量
が
一
七
％
上
方
修
正
さ
れ

た
結
果
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
が
最
大
で
九

億
ト
ン
、
従
来
よ
り
一
一
％
増
加
す
る

こ
と
と
な
る
と
い
う
内
容
で
あ
っ
た
。

　

周
知
の
と
お
り
、
中
国
は
二
〇
〇
六

年
に
ア
メ
リ
カ
を
抜
い
て
世
界
最
大
の

Ｃ
Ｏ
２
排
出
国
と
な
り
、
そ
の
世
界
シ

ェ
ア
は
一
四
年
時
点
で
二
七
・
五
％
に

及
ぶ
。
今
回
の
修
正
に
よ
っ
て
世
界
の

Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
は
三
％
以
上
、
実
は
多

か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
突
然
明

ら
か
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

　

中
国
の
国
家
統
計
局
は
石
炭
ば
か
り

で
な
く
、
他
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
含
む
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
全
体
を
二
〇
〇
〇
年

の
デ
ー
タ
に
遡
っ
て
今
回
見
直
し
た
。

実
は
修
正
の
事
実
は
昨
年
八
月
に
出
版

さ
れ
た
『
中
国
能
源
統
計
年
鑑
』
の
最

新
版
で
既
に
公
表
さ
れ
て
い
た
が
、
そ

の
際
に
何
ら
釈
明
し
な
か
っ
た
た
め
に
、

こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ

ル
な
形
で
注
目
さ
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。

　

国
際
交
渉
に
お
い
て
、
中
国
は
産
業

革
命
以
来
の
排
出
量
の
総
計
を
人
口
で

割
っ
た
指
標
で
各
国
の
排
出
削
減
義
務

を
割
り
当
て
る
こ
と
を
主
張
し
、
人
口

大
国
の
途
上
国
と
し
て
「
当
面
は
排
出

す
る
権
利
」
を
主
張
し
て
い
る
。
そ
れ

に
対
し
、
世
界
最
大
の
排
出
国
が
及
ぼ

す
イ
ン
パ
ク
ト
を
示
し
て
責
任
を
負
う

よ
う
迫
る
、
と
い
う
の
が
こ
の
記
事
の

狙
う
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

●
エ
ネ
ル
ギ
ー
構
造
の
低
炭
素
化

　

今
回
の
統
計
修
正
に
よ
っ
て
二
〇
一

三
年
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
は
四
億
二

〇
〇
〇
万
ト
ン
（
修
正
前
と
比
べ
一

三
・
五
％
）、
石
炭
消
費
量
は
三
億
三

〇
〇
〇
万
ト
ン
（
同
一
一
・
二
％
）、

上
方
修
正
さ
れ
た
。
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
に
占
め
る
石
炭
の
比
率
は
修
正
前

の
六
六
・
〇
％
か
ら
六
七
・
四
％
に
上

昇
し
、
修
正
に
よ
っ
て
石
炭
へ
の
依
存

度
は
高
ま
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

一
九
八
〇
年
代
以
前
は
国
内
の
大
油

田
の
相
次
ぐ
発
見
に
よ
っ
て
石
油
へ
の

転
換
が
進
み
、
石
炭
比
率
は
ほ
ぼ
一
貫

し
て
低
下
し
て
き
た
が
、
そ
の
後
高
度

成
長
期
に
は
石
炭
比
率
は
反
転
上
昇
し

た
。
九
〇
年
代
後
半
は
ア
ジ
ア
経
済
危

機
に
よ
る
成
長
鈍
化
に
中
小
炭
鉱
の
閉

鎖
政
策
の
影
響
が
加
わ
り
、
一
旦
石
炭

へ
の
依
存
度
が
低
下
す
る
が
（
た
だ
し
、

統
計
の
誤
り
の
可
能
性
も
高
い
）、
二

〇
〇
〇
年
代
の
過
熱
経
済
の
下
、
〇
七

年
ま
で
は
再
び
石
炭
比
率
は
上
昇
す
る
。

　

こ
こ
ま
で
は
経
済
成
長
が
加
速
す
る

と
石
炭
依
存
が
高
ま
る
と
い
う
一
九
八

〇
年
代
以
降
の
中
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
構

造
の
特
徴
を
み
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

と
こ
ろ
が
二
〇
〇
八
年
以
降
、
経
済
は

引
き
続
き
高
度
成
長
を
継
続
し
て
い
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
図
１
の
と
お
り
石

炭
比
率
は
低
下
に
転
じ
て
い
る
。
過
去

三
〇
年
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
構
造
が
変
化
し

た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

背
景
要
因
と
し
て
、
第
一
一
次
と
第

一
二
次
の
五
カ
年
規
画
（
以
下
、
そ
れ

ぞ
れ
一
一
・
五
、
一
二
・
五
と
表
記
、

期
間
は
二
〇
〇
六
～
一
〇
年
と
一
一
～

一
五
年
）
に
お
け
る
環
境
規
制
強
化
が

指
摘
で
き
る
。
ま
ず
Ｓ
Ｏ
２
を
一
一
・

五
で
は
一
〇
％
、
一
二
・
五
で
は
さ
ら

に
八
％
削
減
し
、
Ｎ
Ｏ
Ｘ
も
一
二
・
五

で
一
〇
％
削
減
す
る
目
標
が
掲
げ
ら
れ

た
。
さ
ら
に
水
力
や
原
子
力
、
風
力
、

太
陽
光
な
ど
、
非
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
占
め
る
比
率
を
〇

五
年
時
点
の
六
・
五
％
か
ら
一
五
年
に

は
一
一
・
四
％
ま
で
引
き
上
げ
る
と
い

う
目
標
で
あ
っ
た
。
一
二
・
五
で
は
Ｃ

Ｏ
２
そ
の
も
の
の
排
出
抑
制
が
企
図
さ

れ
、
Ｃ
Ｏ
２
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
原
単
位
（
Ｇ
Ｄ

Ｐ
一
万
元
あ
た
り
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
）

の
一
七
％
改
善
目
標
も
掲
げ
ら
れ
た
。

い
ず
れ
も
大
気
汚
染
物
質
の
含
有
量
も
、

Ｃ
Ｏ
２
排
出
強
度
も
高
い
石
炭
の
消
費

抑
制
を
促
す
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
原

単
位
を
一
一
・
五
で
二
〇
％
、
一
二
・

五
で
一
六
％
改
善
し
、
一
五
年
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
量
を
四
〇
億
ト
ン
（
標
準

特 集
「パリ協定」後の気候変動対応
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国
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炭
換
算
）
に
抑
制
す
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

目
標
も
導
入
さ
れ
て
い
る
。
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
石
炭
に
限
ら
ず
す
べ
て
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
影
響
を
及
ぼ
す
が
、
主
要
エ

ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
石
炭
は
当
然
も
っ
と

も
大
き
な
削
減
圧
力
を
受
け
る
。

　

中
国
で
は
政
策
が
想
定
ど
お
り
に
実

行
さ
れ
な
い
状
況
が
し
ば
し
ば
生
じ
、

そ
の
原
因
と
し
て
中
央
政
府
の
政
策
実

施
能
力
が
低
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る

（「
上
に
政
策
あ
れ
ば
下
に
対
策
あ
り
」

と
揶
揄
す
る
言
葉
も
あ
る
）。
し
か
し

一
一
・
五
と
一
二
・
五
で
は
地
方
政
府

の
業
績
評
価
項
目
と
し
て
エ
ネ
ル
ギ

ー
・
環
境
指
標
が
新
た
に
採
用
さ
れ
、

か
つ
経
済
指
標
よ
り
も
エ
ネ
ル
ギ
ー･

環
境
指
標
が
む
し
ろ
重
視
さ
れ
る
制
度

改
革
が
行
わ
れ
た（「
一
票
否
決
制
度
」）。

こ
の
制
度
改
革
は
従
来
よ
り
も
中
国
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
政
策
の
実
効
性
を

高
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

実
際
、
一
一
・
五
の
環
境
規
制
は
い

ず
れ
も
高
め
の
目
標
で
あ
っ
た
が
、
ほ

ぼ
達
成
さ
れ
た
。
Ｓ
Ｏ
２
は
目
標
を
大

き
く
上
回
る
一
四
・
三
％
の
削
減
で
、

統
計
修
正
を
加
味
し
て
も
（
現
段
階
で

は
環
境
統
計
は
修
正
さ
れ
て
い
な
い
）、

目
標
を
達
成
し
た
と
み
ら
れ
る
。
他
方
、

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
修
正
後
の
デ
ー
タ
で

計
算
し
て
も
、
二
〇
一
〇
年
は
〇
五
年

に
比
べ
一
九
・
一
％
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
原
単
位

の
改
善
と
な
り
、
目
標
の
二
〇
％
を
ほ

ぼ
達
成
し
て
い
る
。

　

一
二
・
五
に
お
け
る
目
標
は
Ｓ
Ｏ
２

と
Ｎ
Ｏ
Ｘ
は
一
四
年
ま
で
に
既
に
ほ
ぼ

達
成
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
原
単
位
は
一
三
・
三
％

の
改
善
と
な
っ
て
お
り
、
目
標
の
一
六

％
は
十
分
射
程
範
囲
に
入
っ
て
い
る
。

　

環
境
規
制
の
強
化
に
よ
っ
て
、
一

一
・
五
と
一
二
・
五
の
期
間
中
、
石
炭

依
存
か
ら
の
脱
却
、
す
な
わ
ち
エ
ネ
ル

ギ
ー
構
造
の
低
炭
素
化
が
着
実
に
進
ん

で
き
た
事
実
は
修
正
前
の
統
計
で
も
示

さ
れ
て
い
た
が
、
修
正
後
も
同
様
に
変

わ
ら
な
い
。
た
だ
、
統
計
修
正
に
よ
っ

て
低
炭
素
化
が
始
ま
っ
た
二
〇
〇
八
年

の
石
炭
消
費
量
は
上
振
れ
し
、
低
炭
素

化
の
ス
タ
ー
ト
が
従
来
考
え
て
い
た
よ

り
も
高
い
位
置
か
ら
と
な
っ
た
（
そ
の

た
め
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
を
四
〇
億
ト
ン

に
抑
制
す
る
目
標
は
実
現
困
難
）。
な

お
、
修
正
後
の
統
計
で
石
炭
比
率
は
上

昇
し
た
が
、
水
力
・
風
力
・
原
子
力
と

い
っ
た
非
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
量

も
六
〇
〇
〇
万
ト
ン
程
度
増
加
し
、
一

次
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
占
め
る
比
率
も
九
・

八
％
か
ら
一
〇
・
二
％
と
わ
ず
か
な
が

ら
上
昇
し
て
い
る
。
非
化
石
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
導
入
も
確
実
に
進
ん
で
い
る
と
い

え
そ
う
だ
。

　

こ
う
し
た
中
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環

境
政
策
に
お
け
る
実
効
性
の
強
化
を
評

価
す
る
人
た
ち
に
は
、
一
〇
年
以
上
に

わ
た
っ
て
統
計
を
修
正
す
る
と
い
う
ネ

ガ
テ
ィ
ブ
ニ
ュ
ー
ス
に
対
し
て
も
、
逆

説
的
な
言
い
方
で
あ
る
が
、
む
し
ろ
中

央
政
府
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
能
力
の
向
上

を
示
す
も
の
と
受
け
止
め
た
向
き
が
少

な
く
な
い
の
で
あ
る
。

●
低
炭
素
化
へ
の
慣
性
―
エ
ネ
ル

ギ
ー
間
の
競
争
条
件
の
変
化

　

ま
た
筆
者
は
二
〇
〇
〇
年
代
後
半
以

降
に
低
炭
素
化
が
進
ん
だ
重
要
な
要
因

と
し
て
経
済
的
要
因
も
あ
り
、
か
つ
そ

の
た
め
に
低
炭
素
化
が
持
続
的
に
進
む

慣
性
が
あ
る
こ
と
に
注
目
し
て
い
る
。

そ
の
契
機
と
な
っ
た
の
は
石
炭
産
業
に

お
け
る
価
格
制
度
改
革
で
あ
る
。

　

石
炭
は
二
〇
〇
六
年
以
降
市
場
化
が

進
み
、
現
在
は
大
部
分
の
石
炭
が
市
場

で
形
成
さ
れ
た
価
格
で
取
引
さ
れ
て
い

る
。
従
来
の
補
助
金
を
通
じ
た
低
価
格

政
策
が
放
棄
さ
れ
た
結
果
、
人
為
的
に

低
く
抑
え
ら
れ
て
い
た
石
炭
価
格
は
急

騰
、
〇
八
年
は
〇
〇
年
の
二
・
五
倍
に

上
昇
し
た
。
他
方
、
生
産
コ
ス
ト
も
増

値
税
や
資
源
税
の
引
き
上
げ
、
炭
鉱
事

故
防
止
の
保
安
強
化
に
よ
っ
て
上
昇
し

て
い
る
。
そ
れ
ま
で
価
格
に
反
映
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
資
源
や
環
境
、
保
安
の

コ
ス
ト
と
い
っ
た
外
部
性
を
内
部
化
す

る
改
革
が
進
み
、
価
格
が
高
騰
し
た
。

　

石
炭
価
格
の
高
騰
は
当
然
石
炭
需
要

に
影
響
を
与
え
る
。
石
炭
の
最
大
需
要

部
門
は
四
六
％
を
消
費
す
る
電
力
で
あ

る
が
、
二
〇
一
一
年
に
は
石
炭
火
力
の

卸
売
価
格
が
一
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
あ
た
り

〇
・
四
六
元
と
な
り
、
水
力
の
〇
・
二

七
元
、
原
子
力
の
〇
・
四
五
元
よ
り
割

高
と
な
っ
た
。
風
力
も
〇
・
五
四
元
、

ガ
ス
は
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
ガ
ス
で
〇
・
五

七
元
と
石
炭
火
力
と
比
較
し
て
大
幅
に

高
い
わ
け
で
も
な
く
な
っ
た
。
か
つ
て

の
石
炭
火
力
の
価
格
面
で
の
優
位
性
は

石
炭
の
低
価
格
政
策
が
放
棄
さ
れ
た
こ

図１　一次エネルギー消費量と石炭比率の推移（修正後）

（出所）　『中国能源統計年鑑』各年版より作成。
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と
で
裏
付
け
を
失
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
問
題
は
燃
料
の
石
炭
の
高
騰

に
よ
っ
て
石
炭
火
力
の
コ
ス
ト
が
大
幅

に
上
昇
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
政
府

は
石
炭
火
力
の
卸
売
価
格
を
二
〇
一
〇

年
ま
で
低
く
抑
え
て
い
た
こ
と
で
あ
る

（
イ
ン
フ
レ
抑
制
、
低
所
得
者
配
慮
な

ど
の
理
由
が
考
え
ら
れ
る
。
電
力
価
格

に
対
す
る
政
府
の
関
与
は
現
在
も
残
っ

て
い
る
）。
そ
の
結
果
、
一
〇
年
に
は

四
三
％
の
石
炭
火
力
発
電
所
が
赤
字
に

陥
っ
て
い
た
と
さ
れ
、
電
力
部
門
に
し

て
み
れ
ば
、
発
電
す
れ
ば
赤
字
が
拡
大

す
る
状
況
で
需
要
増
に
応
じ
て
発
電
量

を
拡
大
す
る
こ
と

に
消
極
的
な
姿
勢

を
あ
ら
わ
に
し
て

い
た
。
そ
の
た
め
、

よ
う
や
く
政
府
は

一
一
年
に
前
年
比

二
七
％
も
の
大
幅

な
卸
売
価
格
の
引

き
上
げ
に
踏
み
切

っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
二

〇
一
一
年
の
電
力

の
卸
売
価
格
引
き

上
げ
に
至
る
ま
で
、

石
炭
価
格
の
上
昇

に
よ
っ
て
石
炭
火

力
は
全
く
経
済
性

の
取
れ
な
い
状
態
で
あ
っ
た
。
そ
の
た

め
図
２
の
と
お
り
、
石
炭
火
力
へ
の
投

資
は
二
〇
〇
七
年
以
降
、
急
減
し
、
一

二
年
に
は
従
来
は
発
電
所
建
設
投
資
の

七
割
以
上
を
占
め
て
い
た
石
炭
火
力
の

投
資
額
が
初
め
て
他
の
電
源
に
追
い
抜

か
れ
た
。
代
わ
っ
て
一
〇
年
ま
で
は
風

力
向
け
、
そ
の
後
一
二
年
と
一
三
年
は

水
力
向
け
の
投
資
が
大
幅
に
伸
び
、
原

子
力
も
年
々
拡
大
し
て
い
る
。
結
局
石

炭
火
力
向
け
の
投
資
は
二
六
％
に
ま
で

低
下
し
て
い
る
。
図
２
の
下
段
の
図
は

発
電
所
建
設
額
全
体
に
占
め
る
各
電
源

の
比
率
を
示
し
た
も
の
で
、
石
炭
火
力

が
競
争
優
位
を
失
っ
て
き
た
経
緯
が
明

瞭
に
み
て
取
れ
よ
う
。

　

以
上
の
よ
う
に
二
〇
〇
〇
年
代
後
半

以
降
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
構
造
の
低
炭
素
化

が
進
ん
で
き
た
要
因
と
し
て
、
価
格
制

度
改
革
に
よ
る
石
炭
の
競
争
力
低
下
と

い
う
経
済
的
要
因
が
重
要
で
あ
っ
た
。

も
ち
ろ
ん
石
炭
火
力
に
対
す
る
環
境
規

制
の
強
化
も
一
定
の
影
響
を
与
え
、
ま

た
政
府
が
発
電
企
業
に
対
し
、
一
〇
年

ま
で
に
保
有
設
備
容
量
の
合
計
の
三
％

分
の
（
水
力
を
除
く
）
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
電
源
を
導
入
さ
せ
る
規
制
（
い

わ
ゆ
る
Ｒ
Ｐ
Ｓ
）
を
実
施
し
た
こ
と
も

風
力
の
成
長
を
大
き
く
後
押
し
し
た
。

　

他
方
、
二
〇
一
二
年
秋
以
降
、
現
在

に
至
る
三
年
余
り
の
期
間
、
石
炭
価
格

は
ほ
ぼ
一
貫
し
て
下
落
の
一
途
を
辿
っ

て
い
る
。
一
五
年
の
石
炭
価
格
は
ピ
ー

ク
の
一
二
年
の
ほ
ぼ
半
値
に
下
落
し
、

高
騰
が
始
ま
る
〇
四
年
と
ほ
ぼ
同
水
準

に
ま
で
低
下
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
現

状
の
下
、
果
た
し
て
低
炭
素
化
に
向
か

う
動
き
は
ス
ト
ッ
プ
、
あ
る
い
は
後
戻

り
す
る
の
だ
ろ
う
か
？

　

筆
者
は
こ
れ
ま
で
の
低
炭
素
化
の
進

展
に
は
あ
る
種
の
慣
性
が
あ
り
、
今
後

も
低
炭
素
化
は
引
き
続
き
進
展
す
る
と

考
え
る
。
ま
ず
こ
こ
数
年
で
石
炭
火
力

に
代
わ
っ
て
導
入
さ
れ
た
水
力
、
原
子

力
、
風
力
、
太
陽
光
は
い
ず
れ
も
建
設

費
用
が
コ
ス
ト
の
大
半
を
占
め
、
運
転

費
用
（
特
に
燃
料
費
）
は
ゼ
ロ
な
い
し

非
常
に
安
価
で
あ
る
と
い
う
特
徴
が
あ

る
。
す
な
わ
ち
石
炭
火
力
の
コ
ス
ト
が

再
び
い
く
ら
低
下
し
よ
う
と
、
既
に
導

入
さ
れ
た
非
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
源
は

よ
り
経
済
性
が
あ
り
、
最
大
出
力
で
運

転
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
後
戻

り
は
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。

　

加
え
て
、
こ
こ
数
年
の
市
場
拡
大
に

よ
っ
て
、
非
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
設
備

メ
ー
カ
ー
は
製
造
能
力
を
拡
大
、
発
電

コ
ス
ト
を
大
幅
に
引
き
下
げ
る
こ
と
に

成
功
し
て
き
た
。
水
力
は
石
炭
火
力
を

大
幅
に
下
回
る
コ
ス
ト
優
位
性
が
あ
り
、

原
子
力
も
既
に
石
炭
価
格
上
昇
前
の
石

炭
火
力
と
同
等
水
準
に
ま
で
コ
ス
ト
を

低
下
さ
せ
て
い
る
。
風
力
と
太
陽
光
は

コ
ス
ト
面
で
は
依
然
と
し
て
競
争
力
に

欠
け
て
い
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
が
、

Ｒ
Ｐ
Ｓ
で
発
電
企
業
は
二
〇
二
〇
年
ま

で
に
保
有
設
備
容
量
の
八
％
の
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
導
入
す
る
よ
う
迫
ら

れ
、
そ
の
た
め
の
投
資
が
一
〇
年
代
後

半
の
導
入
を
促
す
可
能
性
が
濃
厚
で
あ

る
。
も
ち
ろ
ん
政
治
ア
ジ
ェ
ン
ダ
と
な

っ
た
Ｐ
Ｍ
２
・
５
対
策
の
強
化
も
石
炭

利
用
を
掣
肘
す
る
こ
と
と
な
ろ
う
。

●
中
国
の
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｃ
達
成
の
見
通
し

　

Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
に
先
立
っ
て
中
国
が
二
〇

図２　電源別投資金額の推移

（出所）　各種資料より筆者作成。
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一
五
年
六
月
に
公
表
し
た
「
国
家
自
主

貢
献
」（
い
わ
ゆ
る
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｃ
）
の
う

ち
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
で
は
、
三
〇
年
の

Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
原
単
位
を
〇

五
年
比
で
六
〇
～
六
五
％
改
善
し
、
非

化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
比
率
を
二
〇
％
程
度

と
す
る
こ
と
、
そ
の
結
果
、
三
〇
年
前

後
に
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を
ピ
ー
ク
ア
ウ
ト

さ
せ
る
と
し
て
い
る
。

　

中
国
の
設
定
し
た
Ｃ
Ｏ
２
排
出
削
減

目
標
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
原
単
位
で
あ
る
点
が
従

来
か
ら
し
ば
し
ば
批
判
を
受
け
て
い
る
。

な
ぜ
な
ら
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
成
長
す
る
状
況
で
、

た
と
え
ば
産
業
構
造
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

あ
ま
り
使
用
し
な
い
産
業
へ
と
シ
フ
ト

す
れ
ば
絶
対
的
な
排
出
量
を
削
減
し
な

く
て
も
指
標
は
改
善
す
る
た
め
で
あ
る
。

　

事
実
、
図
３
の
と
お
り
、
一
九
八
〇

年
代
以
降
、
中
国
で
は
第
三
次
産
業
が

経
済
に
占
め
る
割
合
が
増
大
す
る
傾
向

が
明
ら
か
で
あ
る
。
七
〇
年
代
以
前
の

計
画
経
済
期
は
急
速
な
工
業
化
で
第
二

次
産
業
の
比
率
は
急
上
昇
し
、
経
済
の

半
分
程
度
を
占
め
て
い
た
が
、
改
革
開

放
期
に
入
る
と
ほ
ぼ
横
ば
い
で
む
し
ろ

割
合
を
落
と
し
て
い
る
。
他
方
、
第
三

次
産
業
は
特
に
九
〇
年
代
後
半
以
後
に

大
き
く
伸
び
、
一
二
年
は
遂
に
第
二
次

産
業
を
第
三
次
産
業
が
追
い
抜
く
と
い

う
形
の
構
造
変
化
が
観
察
で
き
る
。

　

第
三
次
産
業
の
中
心
は
サ
ー
ビ
ス
業

や
卸
・
小
売
業
、
金
融
・
不
動
産
業
で

あ
り
、
工
業
と
比
べ
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

量
は
当
然
小
さ
い
。
事
実
、
第
三
次
産

業
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
ほ
ぼ
半
分
を
占
め
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
は

一
五
・
六
％
に
と
ど
ま
る
（
二
〇
一
三

年
）。
賃
金
上
昇
を
契
機
に
、
工
業
は

近
年
伸
び
悩
む
と
同
時
に
省
力
化
に
向

け
た
投
資
を
急
速
に
拡
張
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
第
三
次
産
業
に
対
す
る
雇
用

吸
収
面
で
の
期
待
は
大
き
く
、
今
後
第

三
次
産
業
振
興
を
目
的
と
し
た
産
業
政

策
は
強
化
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

　

Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｃ
で
掲
げ
た
目
標
の
二
〇
一

四
年
時
点
の
達
成
状
況
は
、
Ｃ
Ｏ
２
の

Ｇ
Ｄ
Ｐ
原
単
位
は
〇
五
年
比
で
三
三
・

八
％
の
改
善
で
、
目
標
の
半
分
以
上
を

九
年
間
で
達
成
し
た
こ
と
に
な
る
。
残

り
時
間
は
一
六
年
と
十
分
な
余
裕
が
あ

り
、
今
後
も
第
三
次
産
業
の
割
合
が
高

ま
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
考
え
れ
ば

楽
観
視
で
き
そ
う
だ
。

　

他
方
、
非
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
比
率
は

二
〇
〇
五
年
の
六
・
五
％
か
ら
一
四
年

に
は
一
一
・
二
％
に
、
四
・
七
ポ
イ
ン

ト
上
昇
し
て
い
る
。
一
二
・
五
の
目
標

は
一
年
を
残
し
て
ほ
ぼ
達
成
し
て
い
る

が
、
自
主
行
動
計
画
の
三
〇
年
目
標
に

は
ま
だ
八
・
六
ポ
イ
ン
ト
の
差
が
あ
り
、

こ
れ
ま
で
の
ペ
ー
ス
で
は
達
成
は
難
し

い
と
い
え
る
。
割
高
な
非
化
石
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
絶
対
量
と
し
て
導
入
す
る
こ
と

に
は
一
定
の
困
難
が
あ
る
と
い
う
こ
と

だ
ろ
う
。
し
か
し
コ
ス
ト
競
争
力
に
優

れ
た
水
力
や
原
子
力
は
も
と
よ
り
、
風

力
や
太
陽
光
な
ど
も
Ｒ
Ｐ
Ｓ
な
ど
政
策

的
支
援
に
よ
っ
て
引
き
続
き
導
入
が
進

み
、
そ
の
結
果
コ
ス
ト
が
下
が
っ
て
い

け
ば
導
入
に
弾
み
が
つ
く
と
も
考
え
ら

れ
る
。

　

た
だ
し
、
二
〇
一
四
年
と
恐
ら
く
一

五
年
も
石
炭
消
費
量
が
前
年
比
マ
イ
ナ

ス
に
な
っ
た
こ
と
を
取
り
上
げ
、
石
炭

消
費
量
が
ピ
ー
ク
ア
ウ
ト
し
た
と
い
う

の
は
早
計
で
あ
ろ
う
。
石
炭
消
費
量
が

伸
び
悩
ん
だ
の
は
経
済
成
長
の
鈍
化
に

よ
る
需
要
低
迷
が
最
大
の
原
因
で
あ
り
、

近
年
の
低
炭
素
化
を
牽
引
し
て
き
た
石

炭
価
格
の
上
昇
が
現
在
は
下
落
に
転
じ

て
い
る
こ
と
で
再
び
経
済
性
を
取
り
戻

し
た
石
炭
へ
の
回
帰
が
生
じ
る
可
能
性

も
あ
る
。

　

事
実
、
二
〇
一
五
年
に
は
石
炭
火
力

の
新
設
申
請
が
増
加
し
た
と
い
う
報
道

も
あ
る
。
排
煙
脱
硫
・
脱
硝
装
置
な
ど

従
来
型
の
（
特
に
Ｐ
Ｍ
２
・
５
向
け

の
）大
気
汚
染
対
策
を
施
せ
ば
、Ｃ
Ｏ
２

削
減
の
た
め
に
石
炭
消
費
を
急
激
に
削

減
す
る
よ
り
も
「
当
面
は
排
出
す
る
権

利
」
を
行
使
し
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
原
単
位
と
い

う
目
標
の
メ
リ
ッ
ト
を
大
い
に
生
か
し

て
石
炭
の
経
済
性
を
選
ぶ
と
筆
者
は
み

て
い
る
。
石
炭
液
化
・
ガ
ス
化
も
同
様

に
Ｐ
Ｍ
２
・
５
対
策
に
な
る
た
め
、
国

際
原
油
・
ガ
ス
価
格
が
暴
落
し
て
い
る

現
在
は
経
済
性
が
な
い
が
、
中
長
期
的

な
実
用
化
は
視
野
に
入
れ
て
い
る
。

　

と
は
い
え
、
先
述
の
と
お
り
、
既
に

進
ん
で
き
た
低
炭
素
化
は
ペ
ー
ス
こ
そ

落
ち
た
と
し
て
も
後
戻
り
は
な
く
、
そ

れ
自
身
の
慣
性
で
進
ん
で
い
く
側
面
も

あ
る
。
石
炭
ピ
ー
ク
の
前
倒
し
に
過
大

な
期
待
は
抱
く
べ
き
で
は
な
い
が
、
中

国
が
目
標
と
す
る
二
〇
三
〇
年
前
後
の

達
成
は
十
分
に
可
能
性
が
あ
る
。

（
ほ
り
い　

の
ぶ
ひ
ろ
／
九
州
大
学
大

学
院
経
済
学
研
究
院
准
教
授
）

図３　産業別GDP構成の変遷

（出所）　『中国統計年鑑』各年版より作成。
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